コトバ オ リカイスル トハ ドウイウコトカ §7 Dummett ノ シュチョウ カノウセイ イミロン by イリエ, ユキオ et al.
Osaka University
























R1：普遍例化Universal Instantiation （UI） 


















メットは論文’What is the Theory of Meaning I’ の‘Appendix’において、上記のような公理の設
定についての全体論的な説明が与える「証拠」（話し手の言語行為から理解されること(p.67)が、公
理が表現する命題の理解の説明になっていると考えて、デイヴィｄソンを「穏健な意味の理論」だ
































































元的解釈」訳 p. 27） 
③真理条件をもつが、それが満たされているのかどうかの判定が原理的に困難である文 





WylieのHP上のファイル” Dummett on Realism and Anti-Realism“には 次のような例が挙がっている。 
(0)‘James II suffered a migraine on the afternoon of his 32nd birthday’ 
「ジェイムズ２世が 32歳の誕生日の午後に偏頭痛をもっていた」 
(a) ‘Every even number greater than 2 is the sum of two primes.’ (Goldbach’s Conjecture)  
「２より大きなすべての偶数は、二つの素数の和である」(ゴールドバッハの予想) 
(b) ‘Everything just doubled in size.’  
「すべてのものはちょうど大きさが二倍になった」 
(c) ‘There is a planet in our solar system whose existence we cannot establish.’  
「我々の太陽系には、我々がその存在を設定することができない惑星が存在する」 
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  「ある構成が「A」の証明ならば、「￢A」の証明は存在しない」 
  「ある構成が「￢A」の証明ならば、「A」の証明は存在しない」 
言えないのは次のことである。 
  「「A」の証明が存在しないならば、「￢A」の証明が存在する」 
  「「￢A」の証明が存在しないならば、「A」の証明が存在する」 
 
■直観主義数学における「証明」を、「検証」や「反証」や「主張可能」に変えることによって、
直観主義の意味の理論を作ることが出来る。これについては、来週検討する。 
 
 
 
 
 
 
 
